
沿革
「今や世界各国に現れつつある若き漫画の旗手
たちに、漫画の本家本元である日本から、権威
のある賞、いわば漫画のノーベル賞のようなもの
をあげたい。」との思いから、２００７年、麻生太郎
外務大臣（当時）が創設。

概要

− 海外の漫画家の応募作品
の中から、最優秀賞１作品、
優秀賞３作品を表彰。

− 受賞者を１０日間程度招聘
し、日本の漫画家との懇談
や関連団体訪問の機会を
提供。

期待する効果

− 世界の漫画家に対し、
日本との絆を意識して
もらい、漫画文化の担
い手層の日本への好感
度を維持する。

− 日本文化の一翼を担う
漫画を、海外で更に受
け入れられやすくする。

招聘事業
写真提供：（独）国際交流基金

第１５回日本国際漫画賞授賞式

【令和４年度予算額：９百万円】日本国際漫画賞
外務省

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

国・地
域数

２６ ４６ ５５ ３９ ３０ ３８ ５３ ４６ ４６ ５５ ６０ ６８ ６６ ６１ ７６

作品数 １４６ ３６８ ３０３ １８９ １４５ ２４５ ２５６ ３１６ ２５９ ２９６ ３２６ ３３１ ３４５ ３８３ ４８３

【参考】第１回から第１５回までの応募作品の国・地域及び作品数
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東欧
ブルガリア、ハンガリー、

チェコ、セルビア等

ロシア・中央アジア
ロシア、ウズベキスタン、

カザフスタン等

中東・アフリカ
エジプト、イラン、

ナイジェリア、ガーナ等 アジア
モンゴル、カンボジア、
インド、スリランカ等

大洋州
フィジー、 マーシャル、
パプアニューギニア等

南米
ブラジル、アルゼンチン、

チリ、ペルー等

中米・カリブ
メキシコ、キューバ、
ジャマイカ、パナマ等

対日理解促進
親日感情醸成

現地進出日本
企業への裨益

将来的な商業的
海外展開への

地盤形成

対象国・地域

事業概要

日本のコンテンツが放送されにくい国・地域を中心に、日本のドキュメンタリー、ドラマ、映画、アニメ、バラエティ等の無償

提供を集中的に行い、海外の一般市民に向けて、地方を含む日本の魅力を発信することにより、対日理解促進や親日感

醸成のほか、日本企業の進出に向けた基盤作り、インバウンド観光の促進を目指す。

国際交流基金事業（放送コンテンツ海外展開事業）
外務省

【令和４年度予算額：措置なし】



○日本への留学生数は約２４万人（２０２１年５月現在）。こう
した留学希望者に対し、現地在外公館がアドバイザー等も活用
しつつ、正確な留学情報の提供、広報活動を実施。

○在外公館が募集選考を実施する国費留学生応募者総数は年間約
３万６千人。

○帰国留学生会は世界に２１９組織。会員数約１０万８千人
（２０２２年在外公館調べ）。帰国留学生のうち、母国等の各
界で指導的立場にある者のデータ約７千人（２０１８年在外公
館調べ）分を把握。

○在外公館は帰国留学生に対し、在外公館ニュースレター、我が
国外交政策ファクトシート等の送付や帰国留学生を活用した日
本文化紹介など対外発信事業を実施。

○文科省が留学中の施策を実施し、外務省は、主に「入
口」（来日前）と「出口」（帰国後）を担当。

○本省経費
国費留学生の募集要項、選考試験問題、留学情報冊子
等の在外公館への送付費用 等

○在外経費
正確な留学情報の提供・広報活動
国費留学生の募集選考
留学アドバイザーを配置しての留学相談対応
国費留学生の渡日前オリエンテーション
｢帰国留学生会｣の組織化及び活動支援
帰国留学生を活用した対外発信事業 等

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

○日本留学に関する正確かつ統合的な情報、日本の魅力を発信す
ることにより適正な形での留学生受け入れ、留学生数の拡大に
貢献する。

○優秀な国費留学生を確保し、帰国留学生会等の組織化及び活動
支援を行うことにより、我が国との架け橋となる知日家・親日
家の人材育成となる。

期待される効果

【令和４年度予算額：70百万円の内数】
留学生交流事業

外務省



対日理解促進交流プログラム
(Japan’s Friendship Ties programs)

諸外国・地域の優秀な青年を対象に、日本に対する関心と理解を向上させ、また、プログラム経験を
いかした活動をしてもらうことで、親日派・知日派を発掘・育成し、外交基盤を拡充する。
参加者の専門性、関心分野に沿って、政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政策等に対する対
日理解を促進し、参加者からの対外発信の強化を図る。

目 的

概 要

日本政府（事業方針に沿って推進）
（拠出金支出）

国際機関等（事業の実施団体を選定・委託）
（拠出金管理）

事業の実施形態

実施団体等
（プログラムの企画・実施）

外務省

【令和４年度予算額：1,689百万円の内数】

【地域別名称（対象地域）】 JENESYS2022（アジア大洋州）
カケハシ・プロジェクト（北米）
MIRAI（欧州）
Juntos!!（中南米）

【事 業】 （1）招へい・派遣（2）オンライン交流（3）フォローアップ
【対象者】 招へい：高校生～社会人等、派遣：高校生～大学院生
【期 間】 招へい・派遣：10日間程度 (オンラインを含む)
【規 模】 約16.９億円、約2,700人（令和4年度当初予算）
【実 績】 平成27年度から開始。過去7年間の招へい・派遣に約32,000名が参加。



外国報道関係者招へい

●外国報道関係者を個別又はグループで日本に招へいし、政治、
経済、文化等の幅広い分野における最新の日本事情等に関する
現地視察、インタビュー、政府関係者によるブリーフィング等の取
材機会を提供。

●訪日取材に基づき、外国メディアが日本の状況を正確に報道す
ることによって、海外における正しい対日理解の増進、ひいては日
本に対する好感度の向上を図る。

１．概要

●期間
原則本邦着・発日を含めて最長８泊９日。

●滞在プログラム

日本の政策広報上の重点課題や外交行事等を踏まえ、視察先・
インタビュー先等に関する記者の具体的な要望を考慮して作成。
外務省から記者に対し、適当な取材先の提案を行う場合もある。

●経費

招へいに要する航空費、本邦滞在費は外務省が負担。滞在プロ
グラムには当省手配のエスコートが同行。

２．接遇

● 令和元年度は２８カ国から計４２名の記者を招へいし、計１５９件の記事
が掲載された（個別９名、グループ７件 ）。新型コロナウイルス感染症の影

響により、渡航を伴う招へいが困難になった令和２年度は、８カ国の計１５
名の記者にオンライン取材を調整し、計２３件の記事が掲載された。令和３
年度は渡航を伴う招へい１件（ア首連１名）の実施を含む、計２７４名（個別
２１件、グループ１４件）に取材機会を設け、計１６３件の記事が掲載された
（令和３年１２月時点）。

●海外市場取り込みのための招へい

・質の高いインフラや日本産食品に関し、日本の高い技術・品質等をア
ピールするための招へいを実施。

●日本文化・魅力発信のための招へい

・東京オリンピック・パラリンピック、大阪・関西万博、和食や日本文化の魅
力、ロボット等の先端技術等の発信のための招へいを実施。

３．近年の実績

見出し：「未来と永遠のオリンピック」

スペイン記者による東京オリパラ組織
委員会及び中村勘九郎氏取材

【令和４年度予算額：28百万円の内数】

外務省

見出し：「偉大なる日本の飛躍」
ア首連記者によるＪＡＸＡ取材



日本特集番組制作支援事業

●世論形成に影響力のある諸外国のテレビ局取材チームを招
へいし、日本事情について、有識者へのインタビュー、主要都
市・施設の視察など、取材の機会を提供する。

●諸外国において日本の対外政策、経済、社会などをテーマと
した日本特集番組を制作・発信させることを目的に実施。

●訪日取材に基づいて制作されたテレビ番組を通じて、幅広く、
日本の状況を正確に伝えることにより、海外における正しい対
日理解の増進、ひいては日本に対する好感度の向上が期待さ
れる。

１．概要

●期間
本邦着・発日を含めて最大１０泊１１日。

●滞在プログラム

日本の広報上の課題や外交行事等を踏まえ、外務省からテレ
ビ局取材チームに対し、当該国での発信ニーズに応じた番組
テーマの提案を行い、具体的な取材先・インタビュー相手等につ
いてはテレビ局取材チームの関心も考慮に入れて作成。

●経費

招へいに要する航空費、本邦滞在費は外務省が負担。滞在プ
ログラムには当省手配の制作現場責任者・通訳が同行。

２．接遇

３．近年の実績

●平成３０年度はメキシコからアステカＴＶ、令和元年度はポーラン
ドからＴＶＮを招へい。令和２年度はトルコ国営放送によるオンライ
ン取材（東日本大震災関連）を調整。

Ｈ３０年度メキシコTV局 アステカTV
日墨外交関係樹立１３０周年の機会を
捉え招へい
【和食、雲楽釜、漫画、ロボット等を発信】
日墨友好関連施設、産官学におけるメキ

シコとの協力関係、東日本大震災からの復興、
東京オリパラ、クールジャパン、地方の魅力
（島根・鳥取）等の取材・インタビューを行った。
訪日取材に基づき、１１日間に亘り日本特集
番組が放映され（延べ放送時間１１５分）、
うち４件がクールジャパン関連の特集。

令和元年度ポーランドTV局 ＴＶＮ社
日ポーランド国交樹立１００周年の機会を
捉え招へい
【和食、農産物、先端技術等を発信】
同国と所縁のある愛媛県にて、１００周年

ドキュメンタリー番組を撮影。その合間に、伊方町
のみかん農家やシロウオ踊り食いを取材・収録。
豊洲市場、包丁職人等の映像も交えて日本食
紹介番組「Japan on the Plate」（４５分）
を放映。１００周年特集番組（６０分）やその
他の番組内でも、両国関係に加え、日本在住
ポーランド女性棋士・アニメ技術者、愛情系
ロボット等が紹介された（延べ放映時間２２５分）。

【令和４年度予算額：5.6百万円の内数（ＴＶチーム１件分）】
外務省

← 「敦賀ムゼウム」でのポーランド孤児救出の取材・撮

影の様子は、福井ＴＶから逆取材を受けた。


